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今
回
は
、
大
山
道
の
う
ち
溝
口
道
と
丸

山
道
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
大
山
道
「
溝
口
道
」

　

溝
口
道
は
、
日
野
川
東
岸
に
あ
る
溝
口

宿
を
経
由
し
て
大
山
寺
へ
向
か
う
参
詣
道

で
す
。
出
雲
街
道
の
主
要
な
宿
場
で
あ
っ

た
溝
口
宿
か
ら
金か

な

屋や

谷だ
に

を
過
ぎ
た
先
で
横

手
道
と
合
流
し
ま
す
。

　
金
屋
谷
集
落
か
ら
桝
水
へ

　

溝
口
宿
を
発
し
、
大
山
へ
向
う
途
中
に

は
、
大
山
寺
領
の
金
屋
谷
を
通
り
ま
す
。

　

金
屋
谷
に
は
、
旧
日
野
郡
内
唯
一
の
天

台
宗
寺
院
で
、
も
と
大
山
寺
の
末
寺
で
あ

る
長

ち
ょ
う
し
ょ
う
じ

昌
寺
が
あ
り
ま
す
。
万
治
３
（
１
６

６
０
）
年
、
相
沢
呑

ど
ん
ぎ
ゅ
う牛

和
尚
が
大
山
寺

座
主
胤い

ん

海か
い

僧
正
か
ら
境
内
地
を
賜
っ
て
開

山
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
集
落
内
の
大
山

道
沿
い
に
は
、
冬
場
の
目
印
の
松
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
山
並
木
松
と
同

様
に
、
多
く
が
枯
死
し
て
い
ま
す
。
今

は
「
大
山
」
や
「
大
智
明
権
現
」
と
刻
ま

れ
た
道
標
や
常
夜
塔
が
往
時
を
偲
ば
せ
ま

す
。

　

金
屋
谷
を
経
て
桝
水
へ
行
く
と
、
自
然

石
に
線
彫
り
し
た
石
地
蔵
（
桝
水
地
蔵
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
は
古
く
か
ら
知
ら

　

２
月
18
日
に
開
か
れ
た
「
第
９
回
鳥
取

県
西
部
地
区
町
村
社
会
教
育
研
究
大
会
」

で
、
大
山
カ
レ
ッ
ジ
が
「
鳥
取
県
西
部
地

区
町
村
社
会
教
育
協
議
会
長
表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、平
成
20
年
度
に
開
校
さ
れ
、

中
山
中
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
、
毎

週
木
曜
日
に
英
語
、
数
学
、
国
語
、
芸
術
、

体
育
、
音
楽
な
ど
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
成
果
は
、
町
文
化
祭
で
の
ス
テ
ー

ジ
や
作
品
展
示
で
発
表
し
た
り
、
中
山
中

学
校
文
化
祭
で
披
露
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
中
学
生
へ
の
あ
い

さ
つ
運
動
や
職
業
講
話
の
講
師
を
つ
と
め

る
な
ど
幅
広
く
活
躍
さ
れ
、
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
に
寄
与
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

れ
た
水
を
い
た
だ
く
場
所
で
し
た
が
、
元

禄
９
（
１
６
９
６
）
年
に
、
こ
の
水
が
涸

れ
て
二
年
続
き
の
凶
作
と
な
っ
た
た
め
、

人
々
は
石
で
枡
形
を
造
っ
て
石
地
蔵
を
立

て
、
48
日
間
に
わ
た
っ
て
供
養
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
今
も
地
蔵
尊
祭
と
し
て
地
域

に
続
い
て
い
ま
す
。

　
大
山
道
「
丸
山
道
」

　

丸
山
道
は
、
大
山
寺
の
冬
季
の
代
官
所

が
置
か
れ
た
丸
山
か
ら
大
山
寺
へ
向
か
う

道
で
、前
回
ご
紹
介
し
た
「
分
け
の
茶
屋
」

の
所
で
尾
高
道
と
合
流
し
ま
す
。

　
丸
山
代
官
所
と
里
坊
屋
敷

　

冬
の
大
山
と
い
え
ば
、
や
は
り
豪
雪
を

思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
、
大
山
寺
で
万
治
の
火
災

に
よ
る
大
災
害
が
あ
っ
た
翌
年
の
万
治
３

（
１
６
６
０
）
年
、
大
山
寺
領
の
丸
山
地

内
に
、
冬
の
間
な
ど
に
役
僧
が
生
活
す
る

居
宅
（
里
坊
）
の
敷
地
が
、
各
院
に
一
箇

所
ず
つ
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

大
山
寺
本
坊
で
あ
る
西
楽
院
の
里
坊
屋
敷

は
、丸
山
代
官
所
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

丸
山
は
大
山
寺
領
内
随
一
の
松
の
育
成

に
適
し
た
土
地
柄
で
、
各
里
坊
屋
敷
に
松

を
植
え
て
お
け
ば
各
寺
院
が
建
て
替
え
を

す
る
と
き
に
建
築
資
材
と
し
て
利
用
で
き

る
か
ら
、
と
平
均
１
５
０
０
坪
も
の
広
い

土
地
が
与
え
ら
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
地
蔵
滝
の
泉
と
地
蔵
滝
地
蔵

　

県
道
名
和
岸
本
線
が
佐
陀
川
を
渡
る
丸

山
橋
の
ほ
ぼ
真
下
に
、
地
蔵
滝
の
泉
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
泉
は
、
平
成
20
年
に
環
境

省
の
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
大
山
へ
参
詣
す
る
人
々
や
牛
馬

に
と
っ
て
は
、
咽
の
渇
き
を
潤
し
、
気
力

回
復
す
る
憩
い
の
場
と
し
て
知
ら
れ
た
名

泉
で
す
。

　

泉
の
傍
ら
に
佇
む
地
蔵
は
、
参
詣
者
や

牛
馬
の
道
中
の
安
全
を
願
っ
て
、
大
山
信

仰
の
厚
信
者
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
名
の
由
来
で
あ
る
滝
は
、
今
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
湧
水
は
下
流
の
八
郷
地

区
の
水
源
で
も
あ
り
、
今
な
お
人
々
を
潤

す
、
大
山
の
「
恵
み
の
水
」
で
す
。

（
人
権
・
社
会
教
育
課　
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▲地蔵滝の泉

▲大山カレッジの皆さん

大
山
カ
レ
ッ
ジ
が
表
彰


